　　　　　　　　　矢田・庄内川をきれいにする会の履歴書
（1） 会の目的
　きれいにする会は昭和49年12月27日に結成（会則は翌年5月制定）されました．当時の日本は高度成長期の真っただ中にあり，水も大気も汚れるのが当たり前の時代でした．その時，きれいにする会は「庄内川水系を汚すすべての汚染源に対し，きれいで快適な生活環境をとり戻し，次代へ引きつぐ」ことを目的として掲げ，活動を開始しました．活動39年目を迎えました．
（２）会の主な活動
1 魚釣り大会
　昭和51年　第1回庄内川まつりと銘打って，昨年まで毎年釣り大会を開催してきました．釣り大会では様々な名称の副題をつけてきました．
●食べられるかも知れない魚釣り大会，●いつかは食べられる魚釣り大会，●鮎かえれ庄内川魚釣り大会，●鮎のすむ庄内川魚釣り大会，●新しい川づくりを目指す庄内川魚釣り大会，●鮎が泣いている庄内川魚釣り大会，●よみがえれ庄内川釣り大会，●水質ランクアップ記念魚釣り大会，●もっときれいになれ魚釣り大会，●天然鮎が遡上できる庄内川魚釣り大会，●天然鮎とアユカケがいた庄内川魚釣り大会，●天然鮎とサツキマスが泳ぐ庄内川魚釣り大会，●水質ワースト1返上!！庄内川魚釣り大会，●庄内川水系にアユ遡上100万匹大作戦●アユが遡上できる魚道をつくろう
　本年も釣り大会を開催しますが，大会では名古屋市長杯の他，賞状，賞品が贈呈されます．
②看板設置活動
昭和50年に，「川の汚れは心の汚れ」とする看板の設置活動を開始し， 100本目の看板は当時の本山市長の手によって設置されました．当会は平成12年12月に建設省(現国土交通省)の第1回中部未来大賞を受賞し，それを記念して庄内川左岸と矢田川右岸の交わったポイントに石碑を立てました．平成24年度も新たに看板設置を実施しました。
③桜の銀行

　　　会の活動は「きれいな水を取り戻し，次代へ残す」とともに「あたたかい社会」を提唱してきました．その一環として桜銀行を開設しました．桜銀行では広く募金活動を行い，昭和53年5月には第1回植樹祭では，守山下水処理場の通水を記念し，同処理場構内および水分橋緑地に桜の樹木を寄贈しました．贈呈式には名古屋市長および地域の幼稚園児も参加しました．その後，桜の生長に合わせて，観桜会を開催し，庄内川流域の桜植樹活動も継続しています．
④けいしょうの森活動
　バブル時期にはリゾート法が成立し，ゴルフ場の開発ラッシュによって自然の破壊が行われました．きれいにする会は現地の住民と協働で「けいしょうの森」をつくりました．「けいしょう」の意味はむやみな自然破壊に警鐘を鳴らし，豊かな景勝を次代に継承するという意味があります．
⑤ビオトープづくり
　庄内川では新前田橋ビオトープと上志段味ビオトープをつくり，自然環境の保全と維持に努めています．また，守山区志段味の才井戸流では環境調査を行い，スナヤツメやカワモヅクを確認し，ウワミズザクラやカタクリが生育していることを見つけ，豊かな自然を残す運動を続けています．
⑥リバーピア庄内川への参加
　国土交通省土岐川河川事務所の事業「リバーピア」には平成4年から毎年参加しています．また，NPO土岐川・庄内川サポートセンター，土岐川，庄内川流域ネットワーク活動，名古屋港を考える会活動，愛知の住民一斉行動デー等に参加しています．
⑦社会教育活動
　きれいにする会は行政等に協力して，水辺の学校，川の健康診断，森の健康診断等，さまざまな環境調査，小，中学校での講演などを実施しています．
⑧愛知万博への参加
平成17年年愛知万博ではエコ活動を出展しました．

⑨平成22年COP10パートナーシップ事業に「庄内川水系にアユ遡上100万匹大作戦」を登録
⑩ＥＳＤあいち・なごやパートナーシップ事業に認定，登録されました。

⑪11第1回庄内川川会議を提案し，平成24年10月21日に実施しまし，第2回は25年10月20日に開催しました。
（３）表彰
1 建設事業関係功労者　平成10年7月に表彰を受けました．
2 中部未来創造大賞　平成12年12月に第1回中部未来創造大賞を受賞しました．
3 平成20年5月，6月　環境保全・愛護活動に対し，愛知県知事，日本河川協会から表彰を受けました．
4 平成21年6月　日本水大賞　環境大臣賞を受賞しました．

5 平成23年6月　国土交通省中部地方整備局長　感謝状を受けました。
6 平成23年9月　第4回いい川・いい川づくりワークショップ準グランプリとなりました。
7 平成25年11月　公益財団法人　河川財団より助成事業成果を広く公開し，社会還元に値する成果として表彰を受けました。
（４）会員
　　きれいにする会の会員は125名，会長は宮田照由（守山区川西在住）です．会は組織的活動を進めるために，会員を募集しています．また，新たに食料問題についても積極的に取り組んでいきます．

　　　　　　　　
26年度事業計画
１．庄内川水系にアユ遡上100万匹大作戦（庄内川水系における河川環境改善の試みと生物生息調査）
(1)魚類生息環境改善調査
○魚類等調査の結果を受けて，庄内川河川事務所，愛知県，名古屋市，春日井市，清須市，中部電力と改善について協力体制を作り，改善を図ります。また，生息状況（魚類層，生息密度，生息範囲，仔魚調査，二枚貝調査），アユの食味調査などを実施します。
○行政や王子製紙に水質改善の要望をします。
○小田井堰堤の魚道の設置や改善，魚道調査を実施します。
○第4回アユ友釣り大会を開催します。
 (2)庄内川水系　汲み上げ放流・魚類産卵場調査
     庄内川水系の各堰堤下のアユの滞留状況調査を実施します。庄内川におけるアユの産卵場所
の調査を実施します。
(3)土岐川･庄内川流域連携事業
土岐川漁業協同組合との協働により，回遊魚（ウナギ，アユ，サツキマスなど）の汲み上げの
可能性を探り，健全な生態系の再生，ならびにそれに向けた普及・啓発の寄与を図ります。
(4)次代を担うこどもたちの河川環境下での学習活動の支援
こどもたちに庄内川祭り　第40回魚釣り大会やイベントを通じ，川遊びの楽しさ，生物多様性の重要性，河川環境のありかたの学習活動を支援し，ガサガサ，投網体験，魚類調査を指導します。
(5)河川協力団体としての活動
　国土交通省の河川協力団体として，河川整備活動，清掃活動，除草活動，各種調査活動に協力します。
２．あいち森と緑づくり環境活動・学習推進事業
　　愛知県により設置された矢田川の魚道調査を定期的に実施し，住民に魚道の重要性を理解してもらうために，魚道調査，清掃活動，ガサガサ，水質調査などをあいち森と緑づくり環境活動・学習推進事業として実施します。また，NPO土岐川・庄内川サポートセンターから委託の水辺の再生と川の健康診断事業も秋の矢田川での活動として協力します．
３．才井戸流れの環境保全・整備活動
守山区の湧水地である才井戸流れの環境保全・整備活動を実施します．また第4回ホタル観賞会を実施します．また，人と自然の共生国際フォーラム，愛知の森林・里山で「持続可能な社会へ向けた人づくり」を実践するプログラムへ申請します。
４．原点への回帰
　　「川の汚れは心の汚れ」看板設置活動を実施し，小田井堰堤付近の定期的な清掃活動を実施します。看板設置や清掃活動は様々な活動の機会に組み入れていきます．
５．他団体・行政との協働
(1)他団体との協働
NPO土岐川・庄内川サポートセンター（身近な水辺再生と川の健康診断，朝市，リバーピア），土岐川・庄内川流域ネットワーク（第3回川会議，志段味竹林整備，志段味ビオトープで遊ぼう，カワラナデシコの移植），藤前干潟クリーンアップ大作戦実行委員会，モリコロパークの運営（夏祭り），いっせい行動（愛知県，名古屋市，名古屋港）の要請・会議参加，名古屋生物多様性協議会（生きもの調査，発表会）守山ふれあいスクール（会議参加，志段味ビオトープで遊ぼう支援），およびその他の環境保護団体との活動に積極的に参加します．
(2)水質環境目標市民モニタリング
名古屋市の水質環境目標値市民モニタリングについて，大森橋下，松川橋下および湧水地調査として才井戸流の水質調査に協力します．
(3)教育関係
名城大学農学部（アユの味覚調査），名城大学付属高校（投網講習，二枚貝調査），名古屋国際学園（才井戸流環境調査）との連携を図り，協働可能な事業を実施します． 

  (4)支援団体
　　名東ライオンズクラブ，経政会，（株）岡田商事との連携を図り，支援を要請します．
６．漁業協同組合の設立
　　　  尾張漁業協同組合設立に努力します。 

７．会報の発行 ，活動40周年記念誌   

会報を年4回発行します。ブログ，ホームページの充実に努めます。活動40周年記念誌は河川整備基金およびあいち森と緑づくり環境活動・学習推進事業に報告書づくりの中に組み入れていきます。
連絡先：宮田照由：〒463-0080　名古屋市守山区川西1丁目1304番地　電話（052）794-3876
e-mail:cs6ibbvr@na.commufa.jp（原　彰，広報部長）
ホームページ：http://www10.atpages.jp/kireinisurukai/hara1.html
ブログ：http://blog.canpan.info/kireinisurukai
